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   Treatment using a metallic spiral was attempted on 22 patients. They had urinary retention 
in 16 cases and dysuria in 6. In 21 of them, the spiral was successfully placed under transrectal 
ultrasound control. In all 21 patients, voiding was possible immediately after placement of the 
spiral. As for urodynamic study, urine volume was  100~230  ml (mean: 172m1), maximum flow 
rate was 13~21 ml/sec (mean: 17.3m1/sec), and average flow rate was 4~12m1/sec (mean: 8.2m1/ 
sec). Residual urine volume was less than 30 ml in 20 patients and 200 ml in one. As for com-
plications, proximal migration of the spiral was observed in 6 patients. In 4 of them, the new 
spiral was placed. Perineal discomfort was seen in 3 patients, in 2 the spiral was removed. Pyu-
ria associated with bacterial infection did not continue after the treatment in patients having a 
catheter. Severe urge incontinence and encrustation were never seen. The above findings suggest 
that, though a longterm study has not done, this treatment could be an effective treatment 
paticularly for the elderly patients with general complications and/or who require removal of an 
indwellina catheter for clinical or social reasons.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1467-1470, 1991)
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緒 言
前立 腺肥 大 症BPHに 伴 う排 尿 障 害 の治 療 法 が 見
直 され よ うと して い る.そ の最 新 的 な 治 療 法 と して は
温熱 療 法(ハ イパ ー サ ミァ)1,2),尿道 拡 張 療 法3,4),
そ して尿 道 ス テ ン ト5・6)があ げ られ る.い ず れ の 治療
法 も根 治的 療 法 で は な く保 存 的療 法 であ るが,局 所 粘
膜 麻 酔 の も と外 来 通 院 治療 と して行 えれ る のが 特 色 と
され て い る.
さて,臨 床 的 に使 用 され て い る尿 道 ス テ ン トに は
macroporoustubularmcshesとmetallicspirals
の2種 類 が あ る5,6).この うち,私 達 は 後 者 のmeta1-
1icspiral(プロス タ タ カ ス,Fig・1)を用 いた 治 療 を
試 み,予 報 と して報 告 して き た7).今圓,そ れ ら症 例
を加 え,22例 に おけ る臨 床成 績 を 得 た の で報 告 す る.
対象および方法
!.対象
22例の 症 例 に つ い てmetallicspiralを用 いた 治 療
を試みた.そ の年齢は56～91歳(平従7s.s)であっ
た.そ の原疾患 としてはBPHで,直 腸癌術後 およ
び糖尿病性神経因性膀胱 を合併 したのがそれぞれ1
















Fig.L尿 道 ス テ ン トの 挿入 予 想 図
酔・働























































































BPHに よ る排 尿 障 害 の 治療 法 に対 しそ の 最 新 的 な
治療 法 と して,温 熱療 法(ハ イ パ ーサ ミア),尿 道 拡
張 療法,そ して 尿道 ス テ ン トな どが 検 討 され る よ うに
な って きた1-8).今回,こ の うち で も尿 道 ステ ン トに
つ い て,そ の 臨 床効 果 や合 併 症 ・副 作 用 な どに つ い て
検 討 を加 えた.
一般 に,尿 道 ス テ ン トに はmacroporoustubular
meshesとmeta11icspiralsの2種類 が あ る.ma-
croporoustubularmashesはそ の 特 徴 と して尿 道 粘
膜 に よ る金 属 部 の被 覆 とそ の内 腔 を 内視 鏡 が通 過 し う
る点 であ るの に対 し,今 回検 討 したmetallicspirals
は尿 道 粘 膜 に よる被 覆 が 見 られ な い が い つ で も抜 去 が
可能 と され て い る ス テ ン トで あ る8).尿道 ス テ ン トは
尿道 内 に 留置 す る 「異 物 」 で あ り,ま た長 期 成 績 も確
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